
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：粕川大橋橋梁災害復旧外工事
�２ 発 注 者：宮城県仙台土木事務所
�３ 工事場所：宮城県黒川郡大郷町粕川地内他
�４ 工 期：平成２６年９月２５日～

平成２７年１２月２５日
�５ 施工内容
本工事は、粕川大橋、新堀橋、戸山田橋の３橋
において橋脚巻き立て、舗装打ち換え、伸縮装置
交換、鋼桁補強、橋梁付属物の交換などを行う工
事である。

２．現場における問題点

最初は粕川大橋の橋脚巻き立てから施工しなけ
ればならなかった。粕川大橋は一級河川吉田川に
架かる橋長２０１．２ｍの橋梁であり、河川の管理は
国土交通省鳴瀬川管理事務所が行っており、事前
協議により施工時期が渇水期の１１月１日～翌年の
３月３１日と決められていた。限られた時間の中で
橋脚２基の巻き立てを完了する必要があった。
次に粕川大橋は、伸縮装置、鋼製高欄の交換が
あり９時から１７時までの時間で片側交互通行によ
る作業が施工条件としてあった。２００ｍを超す橋
梁で河川に架かる橋梁なので中央部が高くなって

いて通行車両にとっては前方の視界が悪いところ
だった。また粕川大橋には、沓交換作業もあった。
交通を遮断することなく供用しながらの作業が求
められた。さらに沓撤去に時間をかけすぎるとジ
ャッキアップしたままの不安定な状態が続くので
迅速な施工を行う必要があった。

３．工夫・改善点と適用結果

橋脚巻き立てを河川内に施工するに当たり、橋
脚部分を掘削し湧水対策として周囲にシートパイ
ルを打ち込んだ。過去の巻き立て工事において湧
水対策をしなかったために、渇水期に施工完了で
きずに次年度に施工した事例もあった。作業足場
にも Iqシステムを採用し広い作業空間を確保し、
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図―１ 粕川大橋巻き立て施工前
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先行手すりも高さ１ｍのものを採用し安全性の向
上に努めた。従来の足場材と比較して軽量で取り
扱いが楽で、作業性が大幅に向上した。
このような施工を行い渇水期内に無事橋脚巻き
立て工事２基を完成することができた。
交通規制を伴う作業においては、橋梁区間が取
り付け部分に比べて高くなっていて、運転者から
は規制区間が見づらい構造となっていた。規制車
にて片側交互通行の表示を行い、３００ｍ先から『片
側交互通行』や『工事中』の標識を設置して通行
車両に工事中であることを認識してもらった。ま
た工事施工開始２０日前には工事予告の看板を設置
し、付近の住民の方には工事開始のお知らせを図
配布し、工事への理解と協力をお願いした。
沓交換作業においては、通行止めすることなく

施工することが求められたので、フラットジャッ
キにより１ミリほどジャッキアップしたのちウ
オータージェットにより沓座モルタルを撤去した。
この施工方法を採用したことで、モルタルの撤去
を人力で行った場合より施工日数を大幅に短縮で
きた。

４．おわりに

工事受注時は、施工内容が多岐にわたり橋面の
交通を常に意識しなければならない現場だったの
でどのように施工すれば竣工できるか頭の痛い状
態が続きました。社内の施工検討会、発注者や警
察署との打ち合わせなどを通じて内容を詰めてい
くことで順調に施工を完了することができました。
今回の施工を通して感じたことは、規制を伴っ
た施工の場合、施工者目線ではなく、運転者と歩
行者の目線で考えなければならないと言うことで
ある。自分も運転しますが、工事による片側交互
通行の場合施工箇所が見えず、待ち時間もわから
ない時が時々あります。今回の現場においては規
制案内板を多数配置し、交通誘導員を配置し待ち
時間もわかりやすく表示するように努めました。
幸い規制に関しての苦情は１件もありませんでし
た。今後もこのように第三者目線で物事を考える
ような現場運営を行っていきたいと思います。

図―２ シートパイル施工状況

図―３ Iq システムを使用した作業足場

図―４ 沓交換作業状況
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